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エ
ネ

ル
ギ

ー
史

研

究

ノ

ー

ト

(第

一
号
～
第
九
号
)
総

目

録

梅
1

(
一
九
七

三
年

五
月

)

は
じ
め
に

明
治
前
期

に
お
け
る
造
幣
局
と
石
炭

秀
村

選
三

武
野

要
子

松
下

志
朗

佐
賀

新
聞

目
録
年

表

(i
)

八
幡
製
鉄
所

『
S
式
炉
日
誌
』
の
紹
介

副
島
家
文
書
目
録

〔
石
炭
関
係
分

〕
…
…
秀
村
選
三

福
岡
県
文
化
会
館

『
宮
崎
文
庫

』
に
つ
い
て

八
田
千
恵
子

松
下

志
朗

細
川

章

・
二

の
石
炭
資

料

の
紹

介

幕
府
領
肥
後
天
草
郡

の
石
炭
史
料

明
治
期
電
灯
会
社

の

「
従
事
者
」
に

つ
い
て
の

若
干

の
資
料

九
州

の
明
治
大
正
期
に
お
け
る
電
力
事
業
雑
感
…
:

東
京
日
々
新
聞
に
お
け
る
石
炭
関
係
主
要
記
事
(1
)

明
治

二
～

一
四
年
石
炭
輸
出
統
計
資
料

筑
豊
石
炭
礦

業
史
研
究
文
献
資
料
目
録
抄
(ー
)
…
・

炭
坑
絵
馬

の
請

元
、
北
島
恵
助
」
に
関
す
る
資
料
..

口
ノ
津

港
改
修
工
事
関
係
資
料

「
電
気

の
友
」
誌
に
み
る
九
州

の
電
気
事
業

(1
)
:

東

定

宣
昌

.長
野

濯

斉
藤

俊
彦

・今
津

健
治

由

中

直
纈

細
川

章

・今
津

健
治

東

定

宣
昌

甑
5

(
一
九

七
四
年

五
月

)

近
世
筑
豊

の
石
炭
に
か
ん
す
る
覚
書

幕
末
期
肥

前
多
久
地
方
に
お
け
る

炭
坑
労
働
者

の

一
考
察

(i
)

明
治
初
期
の
溜
池
鉱
害
資
料

外
人
技
師
に
よ
る
明
治
初
期
三
池
炭
坑

の
調
査

ー

ラ

イ

マ

ン

と

ゴ

ッ
ト

フ

レ
i

…

…

…

三
池
炭
坑
と
庄
友

松
崎

武
侮

秀
村

選
三

上
刎

由

明
治
期
福
岡
地
方
石
油
史

ー

石
炭
油
か
ら
石
油

へ
ー

(ー
)
…
…

肥
前
峠

山
炭
坑
と
そ
の
開
発
者
安
部
宗
五
郎
…
…
:

安
部
家
文
書
目
録

〔
石
炭
関
係
分

〕

『
東
京
日
々
新
聞

』
に
お
け
る

石
炭
関
係
主
要
記
事
(璽
)

『
電
気

の
友

』
誌
に
み
る
九
州
の
電
気
事
業

(
置
)

『
日
本
外
交
文
書

』
に
見
え
る

高
島
炭
坑
関
係
の
資
料
索
引

筑
豊
石
炭
礦
業
史
研
究
文
献
資
料
目
録
抄

1

そ
の
4
1

今
津

健
治

川
崎
英
太
煎

・入
江

寿
紀

細

川

章

細

川

章

斉
藤

俊
彦

東
定

宣
昌

崔

泰
鎮

田
中

直
樹

明
治
前
期
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
の
諸
問
題
…

明
治
中
期
肥
前
多
久
に
お
け
る

坑
夫
に
関
す
る
史
料
(↓

明
治
期
の

「
電
気
事
業
主
任
技
術
者
」

と

工
手
学
校
電
工
科
卒
業
生

明
治
初
期
炭
坑
国
有
化

に
お
け
る

「
問
題

北
海
道
地
方
炭
鉱

の
開
発
と
展
開
概
況

↑

)…
…
…

明
治
期
福
岡
地
方
石
油
史

(1
)

明
治

二
五
年
麻
生
太
吉

.
荘
田
平
五
郎
の

往
復
書
簡

北
九
州

の
電
気
事
業
草
創
期

『
電
気
之
友

』
誌

に
み
る
九
州

の
電
気
事
業
…
…
:

『
草
場
偲
川
日
記

』
の
中

の
石
炭
記
事

瀬
戸
内

の
神
と
石
炭
-

金
刀
比
羅
宮
ー

昭

和
初
期

の
採
炭
方
式
の
改
革
に

つ
い
て

佐
賀
新
聞
記
事
目
録
年
表

(口
)

書
評

吉
村
朔
夫
著

『
イ
ギ
リ

ス
炭
鉱
労
働
史

の
研
究

』
:
…

一
九
〇
二
年

(
明
治
三
五
年
)
筑
豊
炭

田
の
災
害

今
津

健
治

秀
村

選
三

束
定

宣
昌

安
藤

保

左
合
藤
三
郎

入
江

寿
紀

ぬ
2

二

九

七

三
年

一
二
月

)

幕
末
期
肥
前
多
久
地
方
に
お
け
る

炭
坑
労
働
者

の
一
考
察

(ー
)

幕
末
鯨
組

の
石
炭
使
用

雇
英
人
ポ

ッ
タ
ー
に
関
す
る
若
干
の
史
料

長
崎

の
新
聞
、
雑
誌
に
み
え
る
石
炭
(1
)

日
田
水
電
会
社
石
井
発
電
所

の

生
活
に
つ
い
て
の
聞
き
書
き

筑
豊
石
炭
礦
業
史
研
究
文
献
資
料
目
録
抄

1

そ

の

3

ー

:
…

…

『
電
気

の
友

』
誌

に
み
る
九
州
の
電
気
事
業

(
1
)

東
京
日
々
新
聞
に
お
け
る

石
炭
関
係
主
要
記
事

(璽
)

秀
村

選
三

藤
本

隆
士

今
津

健
治

武
野

要
子

東
定

宣
昌

田
中

直
樹

東
定

宣
昌

斉
藤

俊
彦

『
日
本

労
務
管

理

年
誌

』
の
編
集

過
程

を
顧

み

て
…

佐
賀
新

聞

目
録
年

表

(1
)

甑
4

(
一
九

七

四
年

一
二
月

)

イ
ギ
リ

ス
史

に

お
け
る

エ
ネ

ル
ギ
ー

左
合
藤
三
郎

八
田
千
恵
子

角
山

栄

衡
5

(
一
九

七
五
年

六
月

)

明
治

こ
○
年
代
大
阪
石
炭
市
場
事
情
覚

-

紡
績
企
業
発
達
と

の
関
連
に
お
い
て
ー

…

明
治
期
に
お
け
る
水
力

の
利
用
に
つ
い
て

1

藤
原
式
水
車

の
場
合
ー

明
治
中
期
肥
前
多
久
に
お
け
る

坑
夫
に
関
す
る
史
料

(ー
)

フ
エ
リ
ン
グ
炭
礦

の
爆
発

明
治
期
福
岡
地
方
石
油
史

(璽
)

・東
定

宣

昌

・米
津

三
郎

・東
定

宣
昌

・細
川

章

宮

崎

太
郎

・三
宅

義
男

入

田
千

恵
子

・和
田

一
夫

今

野

孝

岡
本

幸

雄

今
津

健

治

秀

村

選

三

・和

田

一
夫

・入

江

寿

紀
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明

治

二
〇
年
前

後
麻
生
鯰
田

炭

坑

の

棟
梁

に
関

す
る

一
考
察

北

海
道
地

方

炭
鉱

の
開
発

と
展

開
概

況

(
置
)
・…

…
.

許
斐
鷹
介
関
係
文
書
に

つ
い
て

東
定

宣
昌

左
合
藤
三
郎

佐
賀
新
聞
大
正
期
炭
坑
記
事

(1
)

肥
前
穴
獄
石
炭

山
経
営
と
資
金
調
達
(
↓

『
電
気
の
友

』
誌
に
み
る
九
州

の

電

気
事
業

(v
)

坑

夫

の
履
歴
書

(1
)

女
坑
夫

の
記
録

三
井

田
川
炭
礦
に
お
け
る
労
働
者

の

募
集

と
解

雇

(1
)

瀬
戸

内
海

に

お
け

る
神

と
石
炭

(頚
)

i

大

山
祇
神
社

ー
1

麻
生
文
書
資
料
紹
介
(
1
)

ー

明
治
三
七
年
五
月
麻
生
太
吉
よ
り

三
井
銀
行

・
三
井
物
産
両
社
長
宛
書
簡
ー

…

『
わ

が
石
炭

資

個科
収
納

庫

』
報

生
口
記

佐

賀
新

聞
記

事

目
録
年

表

(
w
)

北
村

慶
子

町
田

保
次

坪
内

安
衛

東
定

宣
昌

田
中

直
樹

田
中

豊

一

嵐
6

(
一
九

七

六
年

三
月

)

三
池
炭
礦

に
お

け
る

囚
人
労

働

の
役
割

麻

生
鯰
田

炭

坑

に
お

け
る
地

補
金

に

つ
い
て
:
:
:
…

明

治
中

期
若

松
築

港

に
関
す

る

一
資
料

-1

高

橋
達

「
若
松
築

港
大

計

画

ノ

必

要

ヲ
論

ズ
」
紹

介

ー

筑
豊
石
炭
坑
業

組
合
初
代
総
長

石
野
寛
平
略
歴
書

(手
記
)

佐
賀
新
聞
大
正
期
炭
坑
記
事

(彊
)

麻
生
文
書
資
料
紹
介

(ー
)

ー

石
炭
借
区
開
坑
免
許
券

証
御
渡
分

人
別
渡
帳
ー

金
子

雨
石

宮
崎

太
郎

今
野

孝

細
川

章

八
田
千
恵
子

田
中

直
樹

東
定

宣
昌

秀
村

選
三

米
津

三
郎

町
田

保
次

今
野

孝

肥
前
穴
嶽
石
炭
山
経
営
と
資
金
調
達
(
履
)

肥
前
多
久

『
御
屋
形
日
記

』
の
中
の

石
炭
一記
事

(1
)

『
電
気
の
友

』
誌

に
み
る
九
州

の
電
気
事
業
(W
)
:

明
治
期
福
岡
地
方
石
油
史
(w
)

北
海
道
地
方
炭
鉱

の
開
発
と
展
開

概
況

(買
)
…
…
:

三
井
田
川
炭
礦
に
お
け
る
労
働
者

の

募
集
と
解
雇

(1
)

明
治
期
の
工
場
用
石
炭
消
費
量
統
計

佐
賀
新
聞
記
事
目
録
年
表

(V
)

M
7

(
一
九

七
六
年

一
〇
月

)

坪
内

安
衛

細
川

章

東
定

宣
昌

入
江

寿
紀

左
合
藤
三
郎

金
子

雨
石

今
津

健
治

八
田
千
恵
子

ロ
ン
ド
ン
デ
リ
候

の
炭
礦
経
営
と

一
八
四
四
年
労
働
争
議

貝
島
家

の
事
業
経
営
と
鮎
川
義
介

の
関
係
に
つ
い
て

1

日

産
財

閥
形

成
過

程

に
よ

せ
て
ー

…

…
:

明
治

一
〇
年
三
井
物
産
会
社

の

肥
前
多
久
.石
炭
約
定
書

筑
豊
地
方
の
炭
鉱
に
お
け
る

友
子
同
盟
に
っ
い
て

炭
鉱
閉
山
始
末
記

(
ー
)

明
治
期
福
岡
地
方
石
油
史
(V
)

肥
前
多
久

『
御
屋
形
日
記

』

の
中
の
石
炭
記
事

(豆
)

北
海
道
地
方
炭
鉱

の
開
発
と
展
開
概
況

(W
)
…
…

『
電
気

の
友

』
誌
に
み
る

九
州
の
電
気
事
業

(Ⅵ
)

肥
前
穴
獄
石
炭
山
経
営

の
資
金
調
達

(匿
)

麻
生
家
文
書
資
料
紹
介

(
1
)

1

目
尾
村
に
お
け
る
麻
生
太
吉

の

石
炭
採
掘
に
関
す
る
資
料
ー

明

治

期

の
工
場
用

石
炭

消
費

量
統

計

(
続

)
…

…

..
和
田

一
夫

宇
田
川

勝

秀
村

選
三

福
沢

重
利

川
内

昇

入
江

寿
紀

細
川

章

左
合
藤
三
郎

東
定

宣
昌

坪
内

安
衛

今
野

孝

・今
津

健
治

佐
賀
新
聞
記
事
目
録
年
表

(Ⅵ
)

佐
賀
新
聞
大
正
期
炭
坑
記
事

(璽
)

八
田
千
恵
子

町
田

保
次

甑
8

(
一九
七
七
年
六
月
)

第
四
六
回
社
会
経
済
史
学
会
報
告
資
料
特
集

創
業
期
高
島
炭
坑

の
経
営
に
関
す
る

一
試
論
…
…
…

麻
生
系
炭
坑
に
お
け
る
納
屋
制
度

の
生
成
過
程
…
…

大
正

・
昭
和
初
頭
三
井

二
二
池
炭
礦

に
お
け
る

鉱
夫
雇
用
状
況
の
推
移

動
力
革
命
下
に
お
け
る
水
車
動
力

i

東
京
府

・
京
都
府
の
場
合
i

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

経
済

発
展

ー

問
題
提
起
に
寄
せ
て
i

日
本

に

お
け

る

エ
ネ

ル
ギ

ー

の
展

開

・
序
説

…
…

…

外
航

海
運

と
経

済
発

展

ー

石
炭
と
の
関
連
を
中
心
に
ー

明
治
期
に
お
け
る
蒸
気
力
と

水
力

の
利
用
に

つ
い
て

財
閥
と
炭
鉱
業

-

三
菱
を
中
心
に
1

保
護
鉱
夫
問
題
と
採
炭
機
構
の
合
理
化

1

「
鉱
夫
労
役
扶
助
規
則
」
を

中
心
と
し
て

1

田
中
直

日
本
資
本
主
義
確
立
期
に
お
け
る

東

ア
ジ
ア
石
炭
市
場
と
三
井
物
産

ー

上
海
市
場
を
中
心
に
ー

電
気

エ
ネ

ル
ギ

ー

と
工
場

電
化

武
野

要
子

東
定

宣
昌

畠
山

秀
樹

末
尾

至
行

角
山

栄

秀
村

選
三

安
場

保
吉

今
津

健
治

小
林

正
彬

「

荻
野
喜
弘

幡
9

(
一
九

七
七
年

「
二
月

)

官
営
三
池
炭
鉱

の
払
下
げ
を
め
ぐ

っ
て

ー

そ
の
背
景
と
払
下
げ
価
格

の

根
拠
な
ど
の
再
考
1

山
下

直
登

井
上
洋

一
郎

四
宮

俊
之

一一



日
本
資
本
主
義
確
立
期
に
お
け
る

上
海
石
炭
市
場

の
展
開

山
下

直
登

大
阪
平
野
南
部

の
風
車
灌
漑

ー

堺
市
海
岸
地
域

の
風
車
動
力

の
推
移
-

出
水

力

明
治

の
ガ

ス
事
業

ー

福

岡

を
中

心

と
し

て
(
1
)
1

入
江

寿
紀

北
海
道
地
方
炭
鉱

の
開
発
と
展
開
概
況

(要
覧
及
び
覚
書
)

1
,

開
坑
沿
革

・
鉱
業
権
者
編

(
V
)
…
左
合
藤
三
郎

肥
前
多
久

「
御
屋
形
日
記
」
の
中

の

石
炭
記
事

(璽
)

細
川

章

日
田
広
瀬
家

の

「
三
池
行
日
記
」

安
藤

保

麻
生
家
文
書
資
料
紹
介

(
そ
の
4
)

1

「
坑
夫
取
締
日
誌

(
1
)
」
1

今
野

孝

明
治
中
期
海
軍
予
備
炭
田
を
め
ぐ
る

一
資
料

ー

佐
賀
県
杵
島
郡
北
方
村
稗
田
家
文
書
-
ー

秀
村

選
三

『
電
気
の
友

』
誌
に
み
る
九
州

の

電
気
事
業

(
覆
)

東
定

宣
昌

北
部

九
州
に
お
け
る
炭
坑
札

の
概
観
(
i
)

稲
富

清

炭
鉱
閉
山
始
末
記

↑
も

川
内

昇

縁
は
妙
な
る
も
の
1

労
務
三
傑
余
談

1

…
…
…
左
合
藤
三
郎

若
松
港
石
炭
統
計
書

に
つ
い
て

今
津

健
治

佐
賀
新
聞
記
事
目
録
年
報

X
Ⅵ
)

八
田
千
恵
子

佐
賀
新
聞
大
正
期
炭
坑
記
事

(Ⅳ
)

町
田

保
次

編

集

後

記

○

『

エ
ネ

ル
ギ

ー

史

研

究

ノ

ー
ト

』
恥

9

を

刊

行

し

て

か

ら

、

い

つ
の

間

に

か

一
年

以
上

の
月

日

が

流

れ

て
し

ま

い
ま

し

た

。

早

く

か

ら

原
稿

を

お
寄

せ

い

た

だ

い

て

い

た
方

に

は

、

ま

こ

と

に

申

し

訳

あ
り

ま

せ

ん

で
し

た

。

○
も

っ
と
も

沈

滞

し

て

い
た

た

め

に

刊

行
出

来

な

か

っ
た

の

で

は

あ
り

ま

せ
ん

。

昨

秋

に

は

筑

豊

炭

鉱

遺

跡

研

究

会

の
発

足

、

今

年

は

、

近

く

九

州

大

学

に

石

炭

研

究

資

料

セ

ン
タ

ー
設

置

の

こ

と

も

あ
り

、
本

誌

も

題

名

を

『
エ
ネ
ル
ギ
ー

史

研

究

』
と

改

め

、

新

し

い
発

展

の

た

め

に
、

種

々
想

い
を

め
ぐ

ら
し

て

い
た

わ

け

で

す

。

O

今

回

も

力

の

こ
も

っ
た
労

作

、

貴

重

な

小

論

、
資

料

を

載

せ

る

こ
と

が

で

き
ま

し

た

。

ま

た

昨

年

四

月

麻

生

の
深

町

純

亮

氏

の
御

世

話

と
宮

崎

太

郎

氏

の
解

説

で
巡

検

し

た

筑

豊

の
炭
礦

遺

跡
も

紹

介

さ

れ
懐

し

く

思

い
ま

す
が

、

た

ん

に
懐

古

趣

味

で

な

く

、

保

存

を

如

何

に

す

る

か

、

多

く

の
人

々

に
語

り

か

け

、

も

っ
と

行

動

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の
を

感

じ

ま

す

。

○

多

久

市

で

は

本

誌

に

も

屡

々
論

稿

を

い
た

だ

い
た

川

内

昇

助

役

の
御

努

力

で
歴

史

資

料

館

が
建

設

さ

れ

、

中

近

世

の
古

文

書

と
共

に

石

炭

資

料

に
も

重

点

を

お

か

れ

る
由

。

心

か

ら

期

待

す

る

も

の

で
す

。

○

本
誌

は

今

後

と

も

学

界

、

民

間

の
研

究

者

、

エ
ネ

ル
ギ

ー

史

に
関

心

を

も

つ
人

々

の
共

通

の
広

場

と

し

て
、

余

り

肩

を

は

ら

ず

、

野

趣

あ

る
も

の

と

し

て

ゆ

き

た

い
と

思

い
ま

す

。

『
ノ

ー
ト

』
の
時

代

と

変

ら

ず

に

、

種

々

の
御

原

稿

を

お

寄

せ

下

さ

い
。

石

炭

を

通

し

、

エ
ネ

ル
ギ

!

史

を

通

し

て
、

地

域

に

根

ざ

し

た

学

問

を

育

て

て

ゆ

こ
う

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

(
S

・
H
)

エ

ネ

ル

ギ

ー

史

研

究

第

一
〇
号

ー

石
炭
を
中
心
と
し
て
ー

}
九
七
九
年
三
月
三
日
発
行

編

集
九
州
大
学
経
済
学
部
日
本
経
済
史
研
究
室
内

エ

ネ

ル

ギ

ー

史

研

究

会

発

行
福
岡
市
中
央
区
薬
院
四
丁
目
一
三
ー
五

一

財
団
法
人

西

日
本
文

化

協

会

電
話

〇
九
二
(五
三

一)
四
五
三
八
(代
表
)

振
替
口
座

福
岡

一
五
九

一
八


